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鰛及鰊 の 〆 粕 及 ミー ル の 肥 効試験 菅

片 井 喜 太 郎

花 田 稔

(昭和十二年四月十五日受理)

魚肥類の肥効に就ては各地に於て試験せ られ其窒素の肥効は硫酸アンモニアに比適 し,燐 酸

は骨粉中の 燐酸に等 しき事の 報告あれども是等は〆粕類に就ての試 験なるを以て著者等は近

世製造せらる 玉魚粉に就 きて共窒素肥効試験を植木鉢試験によりて行へ 以 試験は青刈玉蜀

黍及水稻に対す る肥効試験,水 稻跡地に於ける小麥栽培による淺効試験及魚肥分解速度試験な

り。 試験に用ひたる魚肥は福島 縣小名濱産の鰯〆粕及 ミール,北 海道産の鰊 〆粕及 ミールの

四種に して,分 析結果は次の如 し。

水 分 全 窒 素 粗 脂 肪 全 燐 酸

鰛〆 粕II・go%9・44%6・go4・72%

鰛ミ ・一 ルノ12・659.166・645・38

鰊〆 粕9.698・9517・213・78

鰊ミ ー ル10・029・09!8・153・62

1青 刈 玉 蜀 黍 に対す る 肥 効試験

小型植木鉢を用ひ九大附属農場の心土に同量の砂を混ぜる土壌3・5班iと 砂300瓦 を入れ之

に炭酸石灰5瓦 を滉じ,共 通肥料 として 瓦,瓦 瓦,

瓦)を 各鉢に施用せ り。窒素肥料標準区 として尿素 を用ひ,全 魚肥及尿素共多量

区は1瓦,少 量区 は0・5瓦 の窒素を全部基肥として施用せ り。 各区共3鉢 宛行ひ別に無窒

素区 を設けた り。 施肥後良く攪拌混合 し水800c・c.を 注加 し之に包米大金頂種玉蜀黍種子を

1鉢 に5粒 宛5月10日 に播種せ り。5月13日発芽,5月22日間 引 し中庸の生長の も

の各鉢2本 宛とせ り。不良の ものは他 より移植せ り。 各区の発芽状況 次の如 し。 三鉢平均

(以下同じ)

K20 1.4649

 KH2PO4 2.2 K2SO4 0.3 P20, 1.2994

o「v九州帝國大學農學部生物化學教室邦文報告110号



多 量区 少区 量

本 本

尿 素区4・r)4・7(o・7)

鯛 〆 粕 曄4・74・o

鯛 ミー ノレ 暉藁4ρ(2)4・3(1・3)

魚束 〆 茅白1葺 室4・o(1・3)・4・7

fi,束 ミ'一 ノレ1区i4。3(1)3・3(1・7)

無 窒 素1葺 窒4・o(o・5)

備 考()内 は 不 良 苗数 な り 。

発芽に対し て ミールは悪 きも他は大差なし。以後倒伏 を防 ぐ爲支柱 を立て,灌 水,害 巌駆除

等に注意 した り。

無窒素区 は播種2週間に して既に葉色槌色 し生長衰へた り。 播種3週 間口頃迄は尿素麗は

魚肥区 より生長よく,叉 少量区 は多量恒 より生長 よし,即 ち魚肥の腐敗分解の際生育を妨げる

物質を生ずるものs如 し。然 し1ヶ月 後に於ては大体 同一の生長をなせ り。生育状況次の如

し(草 丈糎)。

尿 素 匹

鯛 〆 粕区

盤 ミ ー ル区

棘 〆 粕区

鯨 ミ ー ル区

無 窒 素区

多 量区 少 量 魔ノ　 　 　
6月rl日7月13日6月II日7月13日

71.7160・479・3151・8

76.7158.477.oI46.4

70.8155・076・3145。1

76・3150・477・3互4L1

86.7161.475・8置58・0

45.362.9

窒素少量区は勿論多量区に於て も窒素缺乏 の状を呈せ しを以て7月13日収穫 し風乾物と

し秤量す。



収量

尿 素区

鰛鰛〆 粕 医

鯛 ミール廣

鯨 〆粕区

鯨 ミー,レ区

無 窒 素区

風乾物量

多 量区

乾 物 量
無窒素区に蜀す
る増収量比較

(尿素区の増牧をIooと す)

少 量区

風乾物量 乾 物 量
無窒素区に対す
る増敗量比鮫

(懸駝 琴取

49.642.3100.053.646・2100。0

53.345.6108・649・342・Igo・3

51.043.0101.844.338・080・6

54.647.8114・446・639・584。1

58.350.2120.646。339・283。4

4・54。o-4・54・o一

多量区 に於て は尿素 よ りも魚肥に於て収量 多 く其 比102～121%に 達 し,之 に反 し少量区 に

於て は80～90%に して尿素区 勝れ り。 叉諫 〆粕 及 ミ・一ルは鰯 〆粕 及 ミ・一ル よ りも収量 梢 多

き も〆粕 と ミールの闇に於 ては優 劣一定せ ず。

乾 物 中 の 窒 素 含 量 及 窒 素 利 用 率

多 量 恒 少 量区

乾物100分 中
の窒素含量%

窒 素
利 用率

窒素利用率
比 較

乾物Ioo分 中
の窒素含量%

窒 素
利 用 率

窒素利用率
比 較

尿 素区1・5262・35100・oo・7665・98100・o

鯛 〆 粕区 ・.・344.98・7・.…6・47・64'7…

鯛 ミ脚一ノレ[tL,.o・9438。406L60。6142・3664・2

鯨 〆 粕区o・9543・6970・Io・6446・4870・5

魚束 ミ ー ノレ障置o.9646・0873・go・6446・0869・8

無 窒 素 医o・48--o・48-一

乾物中の 窒素含 臓は尿素慨は魚肥区 より高 く,多 量区は少量1亮に勝る・ 窒素利用率は尿素に

ては62～66%,魚 肥に於ては38～48%に して 尿素の方窒素吸収 量大な り。叉少量区の利

用率は多量顧の利用率に勝る。 尿素区 に対す る魚肥区の窒素利用率の比は多量区にて61～

74%.少 量麗に於ては64～72%な り,即 ち収量 は尿素区 と魚肥区に於て大差なきも窒素利

用率は後者に於て著 しく少量な り。



II水 稻 に 劃 す る 肥 効 試 験

土壌,肥 料,施 肥量及施肥法等凡て青刈玉黍蜀の場合に等 し。7月2日 整地施肥 し7月

3日 九大附属農場にて仕立たる朝日神力種(中 生稻)水 稻を各鉢1株3本 宛 挿秩す。 手入

管理に注意せ り。

生育状況 及肥料分解状況

7月9日全 部活着,7月12日 ～22日 魚肥腐敗臭甚 しく約1ヶ月 にて腐敗臭な し。尿素

区は生長早 く,分蘖 も早 し,魚 肥少量区之に次ぎ,多 量区 最悪 し8月2日,8月13日,9

月2日 に於ける生育状況次表の如 し。

多 量区

8月2日8月13日9月2日

ほ　 　
草 丈(糎 ン茎 轍(本)茎 数(本)草 丈(糎)茎 数(本)

尿 素区60・028・()3Logo.032.3

鯉 〆 粕区40・oIo.oIL586.621.o

鯉 ミ'一 ル!匹45.()Io.3互3・786.623.3

鯨 〆 粕区45・oI2.716・386.626.3

魚束 ミ ー,レIpr"'._.43.39.311.088.320.o

無 窒 素1墓45・05.04.562.54.5

少 量区

8月2日8月13日9月2日

り 　
草 丈(糎)藝数(本)茎数(本)草 丈(糎)華 数(本)

尿 素区60.030.03Lo'go.030.o

鯉 〆 粕区54。320.022,083.320.6

魚 ミ ー ノレ1麺50.oI8.322.083.319,3

魚東 〆 粕1亟 …5L717.()22・385・02().6

鯨 ミ ー ノレ1蚕48・317・721・785・019・3

無 窒 素 置145・05・04・562・54・5

備 考8月13日 調査の茎数 より9月2日 調査の華数の少なきは枯死腐敗しすごる爲tsvJg



8月2日 に於ては尿素区の草丈及茎数 は共に魚肥に遙に勝 砂,魚 肥少量区 は多量厩に勝る,

8月13日 に於て も同様なり。9月2日 には草丈は大膿等 しく藍数は尿素顧は魚肥区 より多

く,多 量区 と少量区 は大体 等 しい。耶 ち尿素区 及魚肥少蜘副 こ於ては8月13日 までに分蘖

を終りたるも多量1壷に於ては夫れ以後に多 くの分蘖 を見る,此 事實は魚肥多量区 は腐敗分解生

産物により水稻の初期の分蘖 を妨 ぐるによるべ し。9月2日 に 至 りて 少量区 は茎葉の色槌

色 し,多 量区に於ては濃線色に して其差著 し・

出穗期は少量涯は多量雇より早 く前者は9月6日 ～12日,後 者は9月8日 ～16日 な

りき。10月26日収穫 し風乾物として秤量 し,分 析ぜ り・

収量

多 量区

尿 素区

鯉 〆粕 医

鯛 ミール区

鯨 〆 粕区

鯨 ミール区
,

無 窒 素区

穂

数

有 効

分蘖数

(%)

風 乾 物 乾 物

藁 釈 瓢 藁 釈 籾ヘ コ へ

藁 藁

(9)(9)(%)(9)(9)(%)

無窒素医に対す
る塘収量(尿 素

を100と しり()
藁 籾

29・o(6・7)89・849・o・35・772947・03L266・4100・0100.o

I8.o(3・5)85・720.015・075・01&913・269・835.637.9

16・77コ ・724・325。2103・722.522.Ig8・443.868.6

1g・3(2・3)73・427・023・587・026・020・779・751・863・8

16・3(o。7)8L51g。718・895・418。616.589・034.949.3

3.577.83.52・57=・43.42.265.4-・ 一

少 量区

穗

数

有 効

分蘖数

風 乾 物 壼髭 物

藁 籾 籾 藁 籾 杁

藁 藁

(9)(9)(%)(9)(9)(%)

無 窒素医に対す
る増収量(尿 素
をlooと して)

藁 籾

尿 素区20・3(o・3)67・737・028・577・035・725・070・oloo・0100・o

鰭 〆 粕区14・3(1)69.41g・7i4・372・618・712・667・148.945.6

鮨 ミー,レ 匹16・o(1・7)82・921・715270・120・413.566・054.349.6

鯨 、〆*向 暉茎15・3(2)74・32L714。779・520・813。062455.647・4

鯨 ミー ノレ1畠14.072・518・3・15・886・317・213・980・844.151.3

無 窒 素区3・577・83・52・571・43・42・265・4-一

備 考()内 の数は瞑虫被害茎のbll:し 》(,有 効分蘖 数は穂数 を9月2日 に於ける

蓮数にて除したうものなり。



尿素区 は魚肥区 より,多 量頂は少量区 より穗数 多く,多 量区にては尿素区 は魚肥区 より,少

量区 にては魚肥区は尿素区 より有数分蘖 数多し。 〆粕区 は ミール区 より穗数 多きも有数分彙

数は一定せず,多 量区 は少量区 より娯鐡被害甚 しく特に尿素多量区 に於て甚 しく〆粕区 よりミ

ール区 に被害輩少なし。

収量は藁籾弗に尿素優は魚肥区に,多 量区 は少量斑に勝る。藁 と粗の比は多量区 は尿素区 よ

り魚肥区に,少 量区 は魚肥区 より尿素頂に高 し。尿素区 に於て多量区が少量区 より此の比低 き

は多量区のB鉢 に約70%の 瞑鎧被害茎 を生じたる爲にして他の2鉢 の比は83・5%に し

て少量区に勝る。 娯錨の被害茎 を生ぜざりし鰯 ミール多量区及練 ミール少量区 は共に共上ヒ最

高を示せ り。 増収率 は尿素に対し 魚肥麗は多量慨にて藁35～52%,籾38～69%,少 量区 に

於て藁44～56%・ 籾46～51%な り,即 ち魚肥尿素の約半分 の収穫 物を得たるに止まる。

乾物中の 窒素含量及窒素利用率次の如 し。

多 量区 少 量区

乾物中窒素含量%窒 素 窒素利用 乾物中窒素含量%窒 素 窒素利用
藁 籾 利用率 率 比 較'藁 籾 利用率 率 比 較

尿 素1晶o・681・2968・35100・ooo・47Lo578・74100。oo亀
鯛 〆 粕 医o・871・3130・0343・940・58M643・5255.27

鯉 ミ ー ル置置o.62LI535。7552・300・560,9942.1253.49

鯨 〆 粕区o・551.2035・4051・7go・550・9740.6851.66

錬 ミ ー ノレ区lo・76L283r・6046・230・621.oo4L8253.1夏

無 窒 素 贋置o・450・96--o・450・96-一 一

乾物中の窒素含量は多量匹は少量区 に勝る・窒素利用率は尿素顧,68～79%魚 肥区30～

44%に して尿素区 は魚肥区 より遙に大にして,魚 肥は尿素の50%内 外なり。

III水 稻 栽培 跡地 に於 け る残効 試験(小 変栽 培)

魚肥類を施用 して 水稻栽培を行へるに約30～44%の 窒素が吸収 利用せられたるのみにし

て尿素に比 し約50%の 利用率な りしを以て尚窒素が利用せ られず残存 するものと思惟 し水

稻栽培跡地に小麥 を栽培 し淺効試験を行へ り。

水稻栽培跡地土壌を確 き燐酸,加 里を青刈玉蜀黍の場合 と同量施 し12月3日1鉢10粒



宛江島神 力種小麥種子 を点播 し,2月20日 に成長等 しきもの3本 を残 し間引す。4月18

日出穗前及6月1日収穫 時に於ける生育状況次の如 し。

多 量区

4月18日6月1日

轍 石 ♂ 一数(ノ 糎)'茎数(本)草 丈(糎)
出穗、結實
茎 数(本)

尿 素区4・752・74・774・03・o

鰻 〆*白1轟 壷&368・o&385・33・7

魚盈 ミ'一 ノレ1醒 呈8・066・38・083・73.7

鯨 〆 粕区7・768・07・789・34・o

練 ミ 。一 ノレ1語7・367・77・387・33・3

無 窒 素1超3・045・53・06◎ ・03・o

少 量区

4月18日6月1日

茎 癬 デ 草丈(糎)轍(本)草 丈(糎)『
出穗 、結實
室 数(本)

尿 素区4・054・34・064・03・o

鯛 〆 米白区4・756・74。774・33・3

鯛 ミ 卿一 ノレ 旺5・353・05・370・03・o

鯨 〆 粕区5・778・35・780・03・3

鯨 ミ ール区6・37()・26・382・73・3

無 窒 素1鎚3・045・53・060・03・o

草丈,茎数 及出穗結實数 共に魚肥区は尿素歴に勝 ると錐も何れ も共生育不良に して養分の僅

少な りし事 を知る。

6月1日収穫 し風乾物 として秤量 し分析に供せ り。



多 量区

風乾物量 乾 物 量 乾物中窒素含量 窒 素
!一 一 一t'一 一一 一 一一 一 、x-一 一 一 一一't

稗 種實稈 種實
無窒素区 に対す
ろ檜牧牽(尿 素

を100と して)

稈種實吸収 量

尿 素 躍2・7L82・5L6rooIooo・221・5go・03rI

udiA〆 粕区4.34.。4.・3.6・ ・7'5。 ・ ・27・.58・.・676

鯛 ミ ール,区4・04・73・84・IIg36000・27・1・660・0785

鯨 〆 粕1醒茎4.34.5・4・04・02075800・271・610・0750

棘 ミー,嘔
,4・34・34・ ・3・8・ ・754…231・540・0677

無 窒 素 偏=・21・21・II・1--o・221・250.ol62

少 量区

風乾物量 乾 物 量 乾物中窒素含量 窒 素
一 へ 一一 、 π.一一一・＼

稈種實稈 種實
無窒素区にi対す
る増収率(尿 素

を100と レて)

稈種實

稗 種實 吸敢量

(%)(%)(9)

尿 素区1・81・51・61・41001000・241・340・0226

鮨 〆 粕1醒 三2・73・02・52・72805330・221・410・0479

鯛 ミー ノレ区2.52・52・32・22403670・23L560・0395

練 〆 粕区3・33・7313・34007330・25'1・380・0599

鯨 ミ ール1薩3・33・03・02・73805330・231・410・0450

無 窒 素NI・21・21・ ・LI-一 ・・221・25…162

収量は尿素画 より魚肥区,少 量区 より多量麗に於て勝る。乾物中の窒素含量は大差なく,窒

素吸収 量も収量 と同様な り。

水稻及小麥による窒素の利用率を示せぱ次の如 し。



多 量区

窒 素
利 用率

窒素利用率
比 較

少 量区

窒 素
利 用率

窒素利用率
比 較

尿 素区69.84%100・oo80・02%100・oo

魚歴 〆*rl【 占亘35・1750.3649.8662.31

重雌 ミ ー ノレpit-41.9860.Il46.7858.46

鯨 〆 粁1区 藁41・2859・Il49,3061.II

鰍ミ ミ ー ノレi占 五36・7S52・6247.585946

尿素 は施 用量の70～80%が吸収 利用せ らるsも,魚 肥に 於ては35～50%が吸収 利 用せ

らろsに 過 ぎず,叉 利 用卒の比 は 尿素に対し 魚肥は50～60%な り。

IV鯉 及 練 の 〆 粕 及 ミ1一一,レの分 解 速 度 試 験

前記 魚肥類の分解,ア ンモ ニア化 成状況 を知 らん と欲 し,(1)水 田状態,(2)畑 地状態 に就

きて試験 せ り。供 試土壌 は栽屠試験 に用ひた る土壌 に して 全 窒素14・1mg%・ ア ン モニア態

窒素13・8mg%,pH3・4な り。

(1)水 田;状態 に於け る分解速度 試験

實験 方法 一 一一一一・200c・c・容 三角 フラスコに土壌50瓦 を入れ

と窒素30m9に 相 常 する各 肥料 を加 へ よ く混和 し水25c・c・ を注加 し水 田状態 となす。綿栓 をな

し30度 の定滑器中に 置 き時 々秤量 し蒸発 せ る水分 を補ふ 。各慨10佃1準 備 し一定 日時毎に2

個 宛取出 しア ンモニア態窒素 は 氏法1),水 素 イオ ン濃度 は比色 法に よ り定 量せ り。Harper

 KH,PO4 62.8 mg KZSO4 22.8 mg

實 験 結 果

経過日数 7日14日21日35日

風 乾 土50

9中 の ア
ンモ ニ ア

態 窒 素

m9

分

解

度

%

魚趾 〆 米白6.6122・06。08。3327・87.616・3置54.47.723.5978.67.1

魚紐ミ ・一'v7・1823。96・67・6325・47・717・0456・87・722.6775.67.1

鯨 〆*・rl6・ 】[120・46・07・ol23・47・913・9646・57・522・2074・07.5

練 ミー ノレ6・1120・47・17・oo23・37・5i3・7845・97・8.24。4281・47・2



水 田状態 に於ける魚肥の分解 は淵度30c。 に於て最初の1週間 は約20%の ア ンモニアを

生成 し,2週間 後 には25%内 外 とな り此 の時 期 まで は比較的分解緩徐 なるが3週間 目に於

て急激 なる分解 をな し約50%の ア ンモニア生成量に達 す。共後粘分解 は緩 慢 とな り5週間

後 に75～80%の 分 解量に至 る。

(2)畑 地状態 に於 ける分解速 度試験

風乾 土509に 窒素20mgに 相 當 す る 各魚 肥を加 へKH,PO420mgK、SO410mgと 水

10c・e・を加へ畑地状態lcI期iし 室温(1。 ～15。)に 放置 し一定日時 毎にア ンモ ニア態窒素 及pH

(キ ン ヒドロン電極 法)を 測定せ り。

實 験 結 果

経過日敵

風 乾 土
509中

の ア ン
モ ニ ア

態窒素
mg

14日21日28日42日56日

分

解PH

度
%

鯛 〆 粕9・8849・43.510.235L23.612.0360.23,516.5882.94.513.6168.里6.2

鮨 ミ ール1o。5752・93・gIo・6653・34」14。8574・33・813。oo65.03・912.8264.14.3

鯨 〆 矛白u・4457・23・4-一 一IL7558・83.816・6283。13.gI3.3466。74,5

鯨 ミ ー・ノレ8・4342・24・29・1545,83・81L7江58・63・612・lo60.53。612.2161・14.3

本實験には硝酸態窒素の定量を欠 ぐを以て 分解状態 を知るには不充分なるもアンモニア生

成量 より推定すれば最初の2週 間に於て約50%の アンモニア態窒素 を生じ両後稽緩慢 とな り

6週 間にしてアンモニア態窒素は最高に達 し8週間 後には稍減少 した り。

V考 察

本試験は軍に一作宛のみのものなるを以て 噺定 を下すには不充分なるも試験結果よ り考察

すればi欠の如 し。

1)肥 効に就 きて

尿素の 叩効 に就て鈴木,今 野両 氏2)の 蕎麥 に対し,沖 縄糖業 試験 場5)の1「 藤に対し,麻 生4),

川 晶5),徳 岡,諸 岡6),徳 岡7)諸 氏,静 岡,兵 庫両 縣農事試験場8)の 水稻 に対す る肥効 試験 あ りc



鈴木,今 野両氏が盛岡高等農林學校の土壌にて試験せる結果土壌の種類によりて異なるも平均

硫酸アンモー=アに対し124%の収量 を得,沖 縄糖業試験場の甘簾にての成績は103%な り。

今塞暖両地の此の成績の半均114%を 用ひ青刈玉黍蜀にての試験結果 より推察すれば魚肥類

の肥効は硫酸アンモニアに対し112%を 示 し硫酸アンモr一アの肥効に勝つて居る。

水稻にては尿素は硫酸アンモ=ア に対し 麻生博士113%,川 島氏90%,徳 岡氏,97%静

岡縣農事試験場108%,兵 庫縣農事試験場102%に して此等の平均102%と な り両者大体

相等 しき結果である事 より推察すれば魚肥の肥効は植木鉢試験にて硫酸アンモニアに対し52

%な り。是れは森博士9)の74%,猪 狩氏Io)の101%に 比すれば 遙かに劣つた結果である

が之れは両氏の試験が圃場叉は木梅試験である爲であらう。 即 ち金井,高 田両氏 叫 の植木鉢

試験の51%に 近似 し,同 氏の圃場試験にては102%を 示せるを以て本試験に用ひたる魚肥

類 も圃場試験に於ては硫酸アンモニアと同等なる肥効 を奏する事が推察 し得べ し。

次 に尿素の水稻による窒素利用牽は 徳岡氏7'に よれば58%(多 量区33%少 量囁82%

にして其差甚 しく氏 も結論を差擦へらる 」を以て此の厳字を用ふる事は 不適當なるべ きも便

宜上之を用ふ)に して硫酸アンモニアに対し107%な り。此の債を用ふれば本試験の魚肥の

窒素利用率比は硫酸アンモニアに対し54%に して 元農事試験場山陽支場12)の83%,森 博

士9)の72%に 劣る。

水稻栽培跡地に於ける小麥栽培試験の結果は尿素に比 し魚肥は勝れども,其 の窒素利用i率比

は水稻小麥 を通 じ58%に して硫安に対し62%に 當 り元農事試験場山陽支場12)の 水稻,裸

麥による窒素利用率比81%に 劣る。

2)生 席物の窒素含量に就て

徳岡氏7)は 施肥量の増 加と共に玄米の蛋白態窒素は増加するも全窒素は減少 し,藁の全窒素

は尿素区 は減少し,硫 酸 アンモニア区及尿素石膏区 は増加する事を報告 し,金 井,高 田両氏'「〉

は玄米,茎 葉共に多量区に於て全窒素含量高 き事を報告せ り。著者の實験に於て青刈玉蜀黍,

籾及藁に於て多量区が少量雇に勝れる事は金井氏等の結果 と一致せ り。 青刈玉蜀黍に於ては

尿素匹は魚肥区に勝 り,籾 及藁に於ては優劣一定せざるも大体相等 し。 此の如 く肥料の種類

及施肥量の相異によつて共生産物の窒素含量を相異 し品質に差異を生ずる事實は,肥 料の種類,

施 肥量及施肥法等の適當なる変更によりて作物の品質を改良 し得る可能性 を想起せ しむ。

3)魚 肥類の分解に就て

鯨 〆粕の分解に就ては高田,戸 田両氏")の 研究あ り。 著者の實験中畑地状態に於ける分解



に於て硝酸態窒素の定量を鉄 ぐを以て 不備の顯あるも高田氏等の實験結果によれば酸 性土壌

にては硝化量は僅少なるを以て アンモニア 態窒素のみの結果 より考察すれば 水田状態に於て

は分解は最初緩慢に して3週 間目に急激 とな り両後叉緩慢 とな り5週間 に して約70%の ア

ンモニアの生成を見た り。而 して3週 間目に於ける急激なる分解 は稻の分蘖 期に當 り分蘖を

阻害 し約1ヶ月 後に分解は殆ど終了 し此の時期 より生育,分蘖 の盛となる事はボツ ト試験に

て明かな り。

畑地状態 に於て分解 は初2週間 は急激に して50%以 上に達 し以後梢緩慢 とな リアンモニ

ア態窒素は6週間に して最高に達 し以後減少す。高田氏の場合 よりも低温なるに分解の速かな

りしは土壌及水分含量の相異によるべ し。 分解は水田状熊に於けるよりも畑地に於ては初め

急激に して然 も最高に達するには大体等 しき日数 を要す,然 し両者實験の淵度異なるを以て夏

季畑地に於ては分解は更に進む ものと考へられる。 魚肥の分解が初期に於て著 しき事は魚肥

を使用 したるポツト 試験に於て発芽 時に梢障害 を呈 したるも共後の生長及収量 に於て極めて

好結果を得たる事實と一致す。

IV総 括

1)植 木鉢試験により青刈玉蜀黍,水 稻及小麥に対す る鰯及鰊の 〆粕 及 ミール の 肥効 を尿

素の肥効 と比較せ り。

2)青 刈玉蜀黍の収量 に対し 魚肥類は尿素に劣 らざるも,共 窒素利用率及生産物中の 窒素含

量に就ては劣る。

3)水 稻に対し ては魚肥は収量及窒素利用率共に尿素に劣る。 生産物の窒素含量は大差な

し。

4)水 稻栽培跡地に於ける残効は極めて僅少に して 尿素区 は無窒素区 と殆ど等 しく魚肥旺

は梢此等に勝る。 水稻及小麥の両者 を合せ 考察 するに 魚肥類に対す る 窒素利用率は 尿素に

劣 る。

5)青 刈玉蜀黍,籾 及藁の窒素含量は多量区の ものは少量区の もの より高 し。

6)土 壌中に於ける魚肥類のアンモニア化作用は水田状態 にては 始め2週間 は緩慢に して

3週間 目に急激となり両後再び綾徐な り。 畑地状態に於ては初め2週 間急激に して後梢緩慢

なり。

7)鰹 と鯨,〆 粕とミール との肥効の優劣は一定せず。



附 言,終 りに臨み本實験中終始御懇篤なる御指導 と御校閲を賜は りし奥田先生及川

島先生に厚 く感謝 し,魚肥類 を恵與せられたる日本食料工業株式會社專務取締役村山威士

氏に対し謝意を表す。

(九大農學部農藝化學教室にて)
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